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一
　
祝
言
の
演
劇
化

万
葉
巻
十
六
の
「
乞
食
者
詠










」
と
あ
る
二
首
の
長
歌
は
、
ほ﹅
か﹅
ひ﹅
﹅ゞ
と﹅
と
訓

み
慣

れ
て
来
た
が
、
正
確
な
用
字

例
は
、
舞
人
の
自
ら
諷

誦







す
る
詞
章
で
あ
る
。

此
歌
は
、
鹿
・
蟹
の
述
懐
歌
ら
し
い
も
の
に
な
つ
て
居
る
が
、
元
は
農
業
の
、
害
物
駆
除
の
呪
言






か
ら
出
て
居

る
。
即
、
田
畠
を
荒
す
精
霊
の
代
表
と
し
て
、
鹿
や
蟹
に
、
服
従
を
誓
は
す
形
の
呪
言
が
あ
り
、
鹿
や
蟹
に
扮

し
た
者
の
誓
ふ
、
身
ぶ
り
や
、
覆
奏
詞








が
あ
つ
た
。
此
副
演
出
の
部
分
が
発
達
し
て
、
次
第
に
、
滑
稽
な
詠
、

を﹅
こ﹅
な
身
ぶ
り
に
、
人
を
絶
倒
さ
せ
る
や
う
な
演
芸
が
、
成
立
す
る
ま
で
に
、
変
つ
た
の
だ
と
思
ふ
。

其
身
ぶ
り
を
、
人
が
し
た
か
、
人
形
が
し
た
か
は
訣
ら
な
い
。
併
し
、
呪
言
の
副
演
出
の
本
体
は
、
人
体
で
あ

る
が
、
も
ど
き
役
に
廻
る
者
は
、
地
方
に
よ
つ
て
、
違
う
て
居
た
。
人
間
で
あ
つ
た
事
も
勿
論
あ
る
が
、
あ
る

国
・
あ
る
家
の
神
事
に
出
る
精
霊
役
は
、
人
形
で
あ
る
事
も
あ
り
、
又
鏡
・
瓢





な
ど
を
顔
と
し
た
、
仮
り
の
偶

人
で
あ
る
事
も
あ
つ
た
。
此
だ
け
の
事
は
、
考
へ
て
よ
い
根
拠
が
十
分
に
あ
る
。

ほ
か
ひ
ゞ
と
は
、
細
か
に
糺
し
て
見
る
と
、
く
ゞ
つ
と
お
な
じ
者
で
な
い
処
も
見
え
る
。
併
し
、
此
ほ
か
ひ
ゞ

と
の
中
に
、
沢
山
の
く
ゞ
つ
も
交
つ
て
居
た
事
は
考
へ
て
よ
い
。
私
は
、
く
ゞ
つ
・
傀
儡
子








同
種
説
は
、
信
ず

る
事
が
出
来
な
い
で
居
る
が
、
く
ゞ
つ
の
名
に
宛
て
字
せ
ら
れ
た
、
傀
儡
子
の
生
活
と
、
何
処
ま
で
も
、
不
思

議
に
合
う
て
居
る
の
は
、
事
実
で
あ
る
。
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く
ゞ
つ
の
民
の
女
が
、
人
形
を
舞
は
し
た
事
は
、
平
安
朝
の
中
期
に
文
献
が
あ
る
。
其
盛
ん
に
見
え
た
の
は
、

真
に
突
如
と
し
て
、
室
町
の
頃
か
ら
で
あ
る
が
、
以
前
に
も
、
所
々
方
々
に
、
下
級
の
神
人






や
、
く
ゞ
つ
の
手

に
よ
つ
て
行
は
れ
て
居
た
。
此
団
体
が
、
摂
津
広
田
の
西
宮
か
ら
起
つ
た
様
に
見
え
る
の
は
、
恐
ら
く
、
新
式

で
あ
つ
た
為
、
都
人
士
に
歓
ば
れ
た
か
ら
で
あ
ら
う
。

西
宮
一
社
に
つ
い
て
見
れ
ば
、
祭
り
毎
に
、
海
の
あ
な
た
か
ら
来
り
臨
む
神
の
形
代






と
し
て
の
人

形







に
、
神

の
身
ぶ
り
を
演
じ
さ
せ
て
居
た
の
が
、
う
か
れ
び
と
の
祝
言
に
使
は
れ
た
為
に
、
門
芸






と
し
て
の
第
一
歩
を
、

演
芸
の
方
に
踏
み
入
れ
る
事
に
な
つ
た
の
だ
と
思
は
れ
る
。

　
　
　
　
　
二
　
八
幡
神
の
伴
神

祭
礼
に
人

形







を
持
ち
出
す
社
は
、
今
で
も
諸
地
方
に
あ
る
。
殊
に
、
八
幡
系
統
の
神
社
に
著
し
い
。
八
幡
神

は
、
疑
ひ
も
な
く
、
奈
良
朝
に
流
行
し
た
新
来





の
神
で
あ
る
。
私
は
、
日
本
の
仏
教
家
の
陰
陽
道









が
、
将
来

し
た
神
で
は
な
い
か
と
考
へ
て
居
る
。
譬
へ
ば
、
す
さ
の
を
の
命
を
、
牛

頭

天
王
と
言
う
た
り
、
武
塔





天
神
と

言
う
た
り
す
る
様
に
、
八
幡
神
も
、
多
分
に
陰
陽
道
式
の
も
の
を
持
つ
て
居
る
。
仏
教
式
に
合
理
化
せ
ら
れ
、

習
合
せ
ら
れ
た
新
来
神
と
言
へ
さ
う
だ
。

其
は
と
に
か
く
、
此
神
が
、
兇
暴
な
神
で
あ
る
様
に
見
ら
れ
た
の
は
、
八
幡
神
自
身
が
、
兇
暴
と
言
ふ
よ
り
も
、

西
か
ら
上
つ
て
来
る
途
中
、
其
土
地
々
々
の
、
兇
悪
な
土
地
神
を
征
服
し
て
、
此
を
部
下
に
し
て
行
つ
た
、
其
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為
だ
と
思
は
れ
る
。
此
征
服
の
結
果
は
、
最
初
は
、
部
下
に
し
た
の
だ
が
、
後
に
は
、
若
宮
と
し
て
、
父
子
の

関
係
で
示
さ
れ
る
様
に
な
つ
た
。

か
う
し
て
八
幡
神
の
信
仰
が
、
宣
伝
せ
ら
れ
て
行
く
中
に
、
地
方
々
々
の
神
々
を
含
ん
で
行
つ
た
。
そ
れ
等
の

神
々
は
、
巨
人
の
形
を
と
つ
て
、
其
土
地
の
八
幡
神
の
信
仰
を
受
け
持
つ
こ
と
に
な
つ
た
。
八
幡
神
側
か
ら
言

へ
ば
、
臣
従
を
誓
は
せ
る
事
に
よ
つ
て
　
　
父
子
の
形
は
と
つ
て
も
　
　
土
地
の
害
悪
を
押
へ
た
の
で
あ
る
。

此
部
下
は
、
人

形







の
形
を
と
つ
た
。
巨
人






の
像
で
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
譬
へ
ば
、
日
向
岩
川
八
幡
の
大
人






弥
五
郎
の
様
な
も
の
が
出
来
た
。
さ
う
し
て
、
此
が
八
幡
神
の
行
列
に
は
必
、
伴
神
と
し
て
加
は
つ
た
。
日
本

の
巨
人






伝
説
に
は
、
此
行
列
の
印
象
か
ら
生
れ
た
、
と
考
へ
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
。
証
拠
は
段
々
と
あ
る
。
ら

し
よ
な
り
ず
む
に
囚
は
れ
た
人
類
学
・
考
古
学
の
連
衆
は
、
無
反
省
に
、
先
住
民
族
を
持
ち
出
す
が
、
尠
く
と

も
、
日
本
の
巨
人
伝
説
を
考
へ
る
に
は
、
此
行
列
の
印
象
の
あ
る
事
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
九
州
で
大
人
弥

五
郎
と
言
ひ
、
中
国
で
大
太
郎
法
師
と
言
ひ
、
平
家
物
語
に
は
だ
い
た
ら
法
師
と
あ
る
様
に
、
此
印
象
が
、
殆

全
国
に
亘
つ
て
、
伝
説
化
せ
ら
れ
て
居
る
。
勿
論
其
に
は
、
沼
を
作
り
、
山
を
担
い
だ
な
ど
ゝ
あ
る
、
一
代
前

の
巨
人
伝
説
が
、
結
び
つ
い
て
も
居
る
。
此
二
者
が
結
合
し
て
、
新
し
い
巨
人
伝
説
が
出
来
た
、
と
見
る
の
が

よ
ろ
し
い
で
あ
ら
う
。
大
太
郎
法
師
を
高
良





明
神
と
し
、
高
良
明
神
を
武
内
宿
禰
に
仮
托
し
た
の
は
、
八
幡
神

を
、
応
神
天
皇
に
附
会
し
た
為
の
誤
解
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
、
脇
座





の
神
と
し
て
の
印
象
だ
け
は
、
採
り

入
れ
て
居
る
。

八
幡
神
の
伴
神
で
も
、
ま
だ
御

子

神
と
し
て
の
考
へ
の
出
な
い
前
の
も
の
が
、
即
、
才



の
男

で
あ
る
。
伴
神
が
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二
つ
に
分
れ
て
、
既
に
服
従
し
た
も
の
と
、
尚
、
服
従
の
途
中
に
あ
る
も
の
と
に
分
れ
た
。
才
の
男
に
、
か﹅
ら﹅

か﹅
ひ﹅
か
け
る
態
の
あ
る
の
は
、
あ
ま
の
じ
や
く
と
称
す
る
伝
説
上
の
怪
物
・
里
神
楽
の
ひ
よ
つ
と
こ
な
ど
ゝ
同

じ
や
う
に
、
尚
服
従
の
途
中
に
あ
る
事
を
示
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
巨
人






の
方
は
、
既
に
服
従
し
た
も
の
で
あ

る
。
だ
か
ら
行
列
に
於
い
て
、
前
立
と
な
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
三
　
才
の
男
・
細
男
・
青
農

才
の
男
は
、
せ
い
の
う
と
も
発
音
し
た
ら
し
い
。
青
農
と
書
い
た
も
の
が
あ
る
。
又
、
細
男
と
書
い
て
、
せ
い

の
う
と
訓
ま
せ
て
も
居
る
。
共
に
、
此
場
合
は
、
多
く
人

形







の
事
の
様
で
あ
る
が
、
才
の
男
の
方
は
、
人
で

あ
る
事
も
あ
つ
た
。
平
安
朝
の
文
献
に
、
宮
廷
の
御
神
楽









に
、
人

長







の
舞
ひ
の
後
、
酒
一
巡
し
て
、
才
の
男

の
態
が
あ
る
、
と
次
第
書
き
が
あ
る
。
此
は
一
種
の
猿
楽
で
、
滑
稽
な
物
ま
ね
で
あ
つ
た
と
思
は
れ
る
。
「
態
」

と
あ
る
に
よ
つ
て
、
わ
ざ
・
し
ぐ
さ
を
、
身
ぶ
り
で
演
じ
た
事
が
示
さ
れ
て
居
る
。

こ
の
「
態
」
の
略
字
が
「
能
」
で
あ
る
。
田
楽
能
・
猿
楽
能
な
ど
言
ふ
、
身
ぶ
り
狂
言
の
能
は
、
此
か
ら
来
た
。

併
し
、
宮
廷
の
御
神
楽
に
出
る
、
才
の
男
が
人
間
で
あ
る
の
は
、
元
偶
人
が
演
じ
た
態
を
、
人
間
が
ま
ね
た
の

だ
と
考
へ
ら
れ
る
。
一
体
、
今
日
伝
は
る
神
楽
歌
は
、
石
清
水







系
統
の
も
の
で
あ
る
。
此
派
の
神
楽
で
は
、
才

の
男
同
時
に
青
農
で
、
人
形
に
猿
楽
を
演
ぜ
し
め
た
の
で
あ
ら
う
。
だ
か
ら
才
の
男
は
、
人
形
で
あ
る
の
が
本

態
で
、
宮
廷
の
御
神
楽
に
出
る
才
の
男
が
人
間
で
あ
る
の
は
、
其
変
化
で
あ
る
、
と
見
る
考
へ
は
な
り
立
つ
と
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思
ふ
。

神
楽
に
出
る
才
の
男
が
、
猿
楽
風
に
物
ま
ね
を
す
る
の
は
、
神
の
暗
示
を
具
体
化
す
る
、
副
演
出
と
見
る
事
が

出
来
る
。
此
は
元
来
、
才
の
男
が
精
霊
役
で
、
別
に
、
此
に
対
す
る
神
が
あ
り
、
神
が
し
て
、
才
の
男
が
わ
き

と
言
ふ
風
に
、
対
立
し
て
演
じ
た
事
か
ら
生
じ
た
、
と
解
す
れ
ば
よ
い
。
併
し
、
神
・
精
霊
の
考
へ
は
、
常
に

変
化
転
換
し
て
居
る
。
譬
へ
ば
、
宇
佐
八
幡
と
関
係
の
深
い
、
筑
前
志

賀

島


の
祭
り
に
、
人
形
を
船
に
乗
せ
て
、

沖
に
漕
ぎ
出
で
、
船
の
上
か
ら
、
海
底
を
※



か
せ
る
式
が
あ
る
。
海
の
精
霊
を
、
祭
り
に
参
与
せ
し
め
る
為
の
、

お
迎
へ
人
形
で
あ
る
か
ら
、
元
来
は
海
底
の
神
が
精
霊
で
あ
る
訣
だ
が
、
こ
の
場
合
に
は
、
お
迎
へ
人
形
の
方

が
、
精
霊
の
位
置
に
変
る
。
併
し
、
更
に
考
へ
て
見
る
と
、
海
底
の
精
霊
と
言
ふ
の
が
、
実
は
、
嘗
て
は
、
他

界
か
ら
来
る
権
威
あ
る
神
で
あ
つ
た
の
だ
。
又
、
さ
う
し
た
事
は
、
逆
に
も
行
は
れ
て
居
る
。
宇
佐
八
幡
に
対

す
る
と
、
志
賀
島
の
海
底
神
は
、
精
霊
の
大
な
る
も
の
、
と
言
ふ
事
に
な
る
の
で
あ
る
。

此
か
ら
、
阿

度

目

磯
良





　
　
後
に
人
と
考
へ
る
様
に
な
つ
て
、
磯
良
丸
と
も
言
ふ
　
　
を
考
へ
る
様
に
な
つ
た
。

磯
良
は
、
海
底
を
支
配
す
る
海
人
の
神
だ
、
と
言
は
れ
て
居
る
。
此
名
に
関
係
の
あ
る
も
の
で
は
、
神
楽
歌
に

磯
良
前








が
あ
る
。
「
い
せ
じ
ま
や
あ
ま
の
と
ね
ら
が
た
く
ほ
の
け
い
そ
ら
が
さ
き
に
云
々
」
と
言
ふ
の
で
、
此

歌
だ
け
で
見
る
と
、
阿
度
目
磯
良
と
、
別
に
関
係
は
な
い
様
で
あ
る
が
、
元
は
あ
つ
た
に
相
違
な
い
。

神
楽
の
最
初
に
「
阿
知
女
々
々
々

於

々

々











」
と
あ
る
阿
知
女
作
法
と
言
ふ
の
は
、
太
平
記
が
伝
へ
る
名
高

い
伝
説
で
も
、
想
像
が
出
来
る
様
に
、
「
阿
知
女
々
々
々
」
は
磯
良
を
呼
ぶ
の
で
、
「
於
々
々
」
は
磯
良
の
返

答
で
あ
る
。
或
は
、
人
長
と
才
の
男
と
言
う
た
様
な
対
立
で
、
演
じ
た
も
の
で
あ
つ
た
か
も
知
れ
な
い
。
と
に
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か
く
、
磯
良
の
出
現
に
よ
つ
て
、
此
儀
式
の
始
ま
つ
た
元
の
記
憶
だ
け
は
、
止
め
て
居
た
と
見
ら
れ
る
。
原
意

は
、
既
に
忘
却
を
重
ね
た
後
に
ま
で
も
、
尚
、
此
を
繰
り
返
し
て
居
た
の
で
あ
る
。
阿
知
女
を
鈿
女





だ
と
す
る

説
も
あ
る
が
、
阿
知
女
・
阿
度
女
は
、
海

人

の
宰
領
で
あ
る
、
安
曇





氏
の
事
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
磯
良
が
、

海
底
を
支
配
す
る
海

人

の
神
だ
、
と
言
ふ
伝
説
の
意
味
も
、
そ
れ
で
訣
る
。

私
の
考
へ
方
と
し
て
は
、
海
の
神
の
信
仰
が
山
の
神
の
信
仰
に
移
つ
た
と
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
譬
ひ
磯
良
の

信
仰
に
は
、
更
に
、
山
の
大
人






の
考
へ
を
ば
、
反
映
し
て
居
る
と
し
て
も
、
根
本
的
に
は
、
古
い
も
の
と
見
ら

れ
る
。

　
　
　
　
　
四
　
く
ゞ
つ
と
人
形
と
の
関
係

民
間
信
仰
・
民
俗
芸
術
の
上
の
諸
相
は
、
単
純
化
の
容
易
に
行
は
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
け
れ
ど
も
、
仮
り
に
、

簡
単
な
形
を
考
へ
て
見
る
と
し
た
ら
、
才



の
男

は
、
海
系
統
の
も
の
、
大
人






は
山
系
統
の
も
の
と
見
て
よ
い
で

あ
ら
う
。
で
も
、
此
二
つ
は
、
元
は
や
は
り
、
一
つ
考
へ
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
才
の
男
の
末
が
、
二
つ
に
分
れ
て
、
一
つ
は
、
傀
儡
子
の
手
に
移
つ
て
、
て
く
ゞ
つ
か
ら
、
次
第
々
々
に
、

木

偶

人
形
と
な
つ
た
。
て
く
ゞ
つ
人
形
の
略
語
が
、
で
く
人
形
と
な
つ
た
の
で
あ
ら
う
。
今
一
流
は
、
早
く
大



人


と
融
合
し
て
、
大
社
々
々
の
細
男
・
青
農
と
な
つ
た
。

細
男
側
の
才
の
男
は
、
離
宮





八
幡
の
も
の
ゝ
様
に
、
手
の
動
く
も
の
も
あ
る
が
、
多
く
は
、
単
な
る
偶
像
と
な
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つ
て
、
形
の
上
か
ら
見
る
と
、
恰
も
、
一﹅
つ﹅
も﹅
の﹅
ゝ
人
形
と
同
じ
様
に
、
祭
り
の
行
列
の
最
初
に
練

つ
て
行
く
。

一﹅
つ﹅
も﹅
の﹅
に
も
、
人
形
と
人
間
と
の
二
通
り
が
あ
る
。
従
来
の
考
へ
方
で
は
、
此
は
尸
童






系
統
の
も
の
で
あ
る

か
ら
、
人
間
を
本
態
と
す
る
事
に
な
つ
て
居
る
が
、
併
し
、
人
形
を
以
つ
て
す
る
形
式
も
多
い
事
だ
し
、
旁




、

ど
ち
ら
を
先
と
も
き
め
ら
れ
な
い
様
で
あ
る
。

志

賀

島


の
祭
り
に
、
お
迎
へ
人
形
の
出
る
こ
と
は
、
海
部





の
民
と
、
八
幡
神
の
信
仰
と
が
結
び
つ
い
て
居
る
、

一
つ
の
記
念
と
見
ら
れ
る
。
海
部
の
民
も
、
人

形







を
重
ん
じ
た
。
こ
れ
が
、
く
ゞ
つ
の
人
形
舞
は
し
・
ゑ
び

す
か
き
に
ま
で
、
続
く
の
で
あ
る
。

く
ゞ
つ
と
人
形
と
の
関
係
は
、
平
安
朝
中
期
以
後
の
材
料
と
、
遥
か
に
時
代
の
離
れ
た
戦
国
以
後
の
材
料
と
を

つ
き
合
せ
て
、
其
間
の
連
絡
を
つ
け
る
よ
り
為
方
が
な
い
ほ
ど
、
中
間
が
空
白
に
な
つ
て
居
る
。
だ
が
、
旧
来

の
考
へ
の
様
に
、
人
形
芝
居
は
、
西
の
宮
・
淡
路
の
芸
能
人
に
よ
つ
て
始
ま
つ
た
、
な
ど
ゝ
は
言
へ
な
い
事
で

あ
る
。
其
間
の
つ
な
ぎ
に
は
、
百
太
夫
　
　
漢
文
式
に
表
現
し
て
百
神
と
も
　
　
と
称
す
る
も
の
が
実
在
す
る
。

此
民
の
持
つ
て
歩
い
た
人
形
と
言
ふ
の
は
、
恐
ら
く
、
も
と
小
さ
な
も
の
で
あ
つ
て
、
旅
行
用
具
の
中
に
納
め

て
、
携
帯
す
る
事
が
出
来
た
の
だ
と
思
ふ
。
さ
う
し
た
霊
物
を
入
れ
る
神
聖
な
容
器
が
、
所
謂
、
莎

草

で
編
ん

だ
く
ゞ
つ
こ
で
あ
つ
た
の
だ
ら
う
。
さ
う
考
へ
て
見
る
と
、
此
言
葉
の
語
原
に
も
、
見
当
が
つ
く
。
く
ゞ
つ
は
、

く
ゞ
つ
こ
・
く
ゞ
つ
と
の
語
尾
脱
略
で
は
な
い
だ
ら
う
か
。
恰
も
、
山
の
神
人
の
後
と
考
へ
て
よ
い
ほ
か
ひ
ゞ

と
の
持
つ
行
器
が
、
神
聖
な
ほ
か
ゐ
で
あ
る
様
に
、
海
の
神
人
の
持
つ
神
聖
な
袋
が
、
く
ゞ
つ
こ
で
あ
り
、
其

に
納
ま
る
も
の
が
、
霊
な
る
く
ゞ
つ
人
形






で
あ
つ
た
の
だ
ら
う
。
で
く
、
或
は
で
こ
の
元
の
形
で
あ
る
て
く
ゞ
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つ
人

形







は
、
手
を
も
て
遣
ふ
義
か
、
そ
れ
と
も
、
手
の
あ
る
人
形
の
義
で
あ
つ
た
か
、
此
は
日
本
の
人
形
史

を
研
究
す
る
上
で
は
、
注
意
す
べ
き
大
切
な
事
だ
と
思
ふ
。
い
は
ゞ
、
一
つ
事
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
。

　
　
　
　
　
五
　
淡
路
・
西
の
宮
と
人
形
と
の
関
係

淡
路
島
と
人
形
と
の
関
係
は
、
次
の
様
に
考
へ
て
見
た
い
。
淡
路
島
に
、
西
の
宮
の
神
人






が
居
つ
て
、
其
が
、

西
の
宮
の
祭
礼
に
参
加
す
る
事
、
恰
も
古
代
の
邑
々






に
於
て
、
海
岸
か
ら
離
れ
た
洋
上
に
、
神
の
島
が
あ
り
、

其
所
か
ら
、
神
の
来
り
臨
む
や
う
で
あ
つ
た
の
だ
と
思
ふ
。
そ
し
て
、
人
が
神
と
な
つ
て
来
る
代
り
に
、
人
形

な
る
神
、
及
び
其
を
遣
ふ
人
が
出
て
来
た
の
で
あ
ら
う
。
此
長
い
習
慣
が
、
遂
に
、
遥
か
後
世
に
至
つ
て
、
西

の
宮
・
淡
路
に
亘
る
、
偶
人
劇
団
を
作
る
こ
と
に
な
つ
た
の
で
あ
ら
う
。
又
、
か
う
し
た
事
実
が
、
一
方
に
は
、

早
く
か
ら
淀
川
・
神
崎
川
の
下
流
に
、
半
定
住
し
て
ゐ
た
く
ゞ
つ
の
間
に
も
行
は
れ
て
、
西
の
宮
対
西
摂
地
方

の
か
い
ま
女
の
偶
人
呪
術
を
生
み
も
し
た
の
だ
と
思
ふ
。

狂
言
小
唄
に
、
「
遥
か
の
沖
に
も
石
の
あ
る
も
の
夷
の
御

前

の
腰
か
け
の
石
　
　
夷
様
の
腰
掛
け
の
石
が
沖
に

あ
る
と
の
義
　
　
」
と
あ
る
。
此
小
唄
か
ら
見
る
と
、
夷
神
が
海
か
ら
来
て
、
上
陸
す
る
前
に
、
一
時
休
憩
す

る
場
所
が
あ
つ
た
様
だ
。
だ
か
ら
、
古
い
形
を
考
へ
て
見
る
と
、
夷
神
が
人
形
で
な
く
、
迎
へ
に
行
く
の
が
、

人
形
で
あ
つ
た
の
だ
。
此
が
、
夷
か
き
・
夷
舞
は
し
の
人
形
に
、
変
化
し
て
来
た
の
で
あ
る
。

西
の
宮
の
吉
井
太
郎
さ
ん
は
、
私
の
友
人
で
、
疾
う
か
ら
、
か
う
言
ふ
点
に
留
意
さ
れ
て
居
る
筈
だ
が
、
尚
御
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参
考
に
な
る
な
ら
、
百
太
夫
の
社
が
、
何
故
夷
の
社
に
附
属
し
て
居
る
か
に
つ
い
て
申
し
て
見
た
い
。
此
は
、

近
世
風
に
言
ふ
と
、
夷
神
の
お
迎
へ
人
形
の
居
る
処
で
、
更
に
、
神
社
の
建
て
物
配
置
か
ら
見
る
と
、
主
神
に

対
し
て
、
矢
大
臣
・
左
大
臣
の
位
置
に
居
る
事
に
な
つ
て
居
る
。
だ
か
ら
、
此
を
古
い
形
に
し
て
見
る
と
、
主

神
に
対
し
て
、
大
人
神
が
附
属
し
て
、
其
社
地
を
護
つ
て
居
る
の
と
、
一
つ
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
私
は
、

夷
神
自
身
が
、
人
形
で
な
か
つ
た
事
を
言
う
て
置
く
。
其
方
が
、
今
の
西
の
宮
の
社
の
事
情
と
も
ぴ
つ
た
り
合

う
て
、
都
合
が
い
ゝ
や
う
で
あ
る
。

く
ゞ
つ
の
遣
う
た
人
形
は
、
く
ゞ
つ
自
身
の
仕
へ
る
神
で
あ
つ
た
。
其
は
八
幡
神
な
ど
の
主
神
に
対
し
て
は
、

精
霊
の
位
置
に
あ
る
も
の
で
あ
る
。
尠
く
と
も
、
我
が
国
の
古
代
の
論
理
か
ら
云
へ
ば
、
或
種
族
が
、
他
の
種

族
に
降
服
す
る
と
言
ふ
事
は
、
同
時
に
、
祖
先
の
奉
仕
し
て
ゐ
る
神
と
共
に
、
降
服
し
て
居
つ
た
と
言
ふ
事
に

な
る
の
で
、
歴
史
的
に
飜
訳
し
て
言
ひ
換
へ
る
と
、
祖
先
の
神
以
来
、
服
従
し
て
居
つ
た
と
言
ふ
事
に
な
る
の

で
あ
る
。
だ
か
ら
、
征
服
せ
ら
れ
、
降
服
し
た
と
し
て
も
、
必
し
も
、
信
仰
を
ま
で
捨
て
る
必
要
は
な
か
つ
た
。

奴
隷
階
級
で
あ
つ
て
も
、
信
仰
だ
け
は
、
支
配
階
級
の
も
の
を
、
其
ま
ゝ
受
け
入
れ
な
く
と
も
よ
か
つ
た
。
後

々
ま
で
、
寺
と
寺
の
奴
隷
・
社
と
社
の
奴
隷
・
豪
族
と
被
管
と
の
間
な
ど
に
於
て
祀
る
神
仏
の
、
別
々
の
も
の

で
あ
る
事
を
認
め
て
居
た
の
は
、
此
長
い
歴
史
的
理
由
か
ら
で
あ
つ
た
。

く
ゞ
つ
は
海
部





の
一
部
で
あ
る
が
為
に
、
海
部
の
祀
る
神
は
、
海
部
降
服
の
後
は
、
主
神
た
る
八
幡
神
に
対
し

て
は
、
精
霊
の
位
置
に
置
か
れ
た
訣
だ
が
、
其
で
も
、
彼
等
は
や
は
り
、
祖
先
伝
来
の
神
に
奉
仕
し
た
。
此
が

く
ゞ
つ
の
仕
へ
る
百
太
夫
で
あ
る
。
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断
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
事
は
、
百
太
夫
或
は
才
の
男
は
、
元
は
お
迎
へ
人
形
で
あ
つ
た
の
だ
が
、
い
つ
か
迎
へ

ら
れ
る
神
と
合
一
し
て
、
一
体
と
な
り
、
新
し
い
主
神
に
対
し
て
、
従
属
関
係
を
持
つ
様
に
な
つ
た
。
此
意
味

に
於
て
、
完
全
に
、
此
人
形
が
く
ゞ
つ
の
神
と
な
つ
た
の
だ
。

か
う
し
て
見
る
と
、
社
々
の
祭
礼
に
出
る
お
迎
へ
人
形
系
統
の
だ
し
人
形
は
、
祭
り
に
臨
む
神
を
迎
へ
て
、
服

従
を
誓
ふ
精
霊
の
形
の
変
化
で
は
あ
る
が
、
此
が
逆
に
、
祭
礼
に
来
臨
す
る
神
其
も
の
ゝ
形
に
も
な
る
の
で
あ

る
。
同
じ
事
は
、
虫
送
り
の
人
形
に
於
て
も
言
へ
る
。
或
は
、
ひ
な
祭
り
の
人
形
に
於
て
も
言
へ
る
の
だ
。

　
　
　
　
　
六
　
虫
送
り
人
形

虫
送
り
の
人
形
は
、
多
く
禾
本
科








の
植
物
を
束



ね
た
も
の
で
作
る
の
だ
か
ら
、
畢
竟
藁
人
形









で
あ
る
が
、
此

に
於
て
も
、
や
は
り
手
を
問
題
に
し
て
、
足
を
言
は
な
い
。
足
は
た
ゞ
、
胴
の
延
長
で
あ
る
に
過
ぎ
な
い
。
此

手
は
、
或
は
進
歩
し
て
、
離
宮
八
幡
の
青
農
の
や
う
に
、
二
つ
な
が
ら
動
く
も
の
が
出
来
て
居
た
か
も
知
れ
な

い
が
、
多
く
は
、
拡
げ
た
ま
ゝ
の
も
の
で
あ
る
。
此
は
は
た
も
の
の
形
で
あ
つ
て
、
古
代
の
信
仰
に
於
て
は
、

磔
刑






の
形
式
と
、
共
通
し
て
居
る
。
雄
略
紀
に
見
え
て
居
る
百
済





の
池
津
媛







、
並
び
に
其
対
手
の
男
を
、
姦
淫

の
罪
に
よ
つ
て
、
仮
※





　
　
後
世
の
櫓





の
類
　
　
の
上
に
は
た
も
の
と
し
た
、
な
ど
言
ふ
記
事
か
ら
見
る
と
、

罪
に
よ
つ
て
罰
せ
ら
れ
る
と
言
ふ
事
は
、
同
時
に
、
神
の
も
の
に
な
る
事
で
、
神
に
服
従
す
る
と
言
ふ
考
へ
に

這
入
つ
て
来
る
。
延
い
て
は
、
凶
事
の
あ
る
時
、
其
代
表
者
と
し
て
の
天
津
罪
・
国
津
罪
の
者
が
選
ば
れ
て
、
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神
に
進
め
ら
れ
る
と
言
ふ
考
へ
か
ら
、
さ
う
し
た
罪
人
、
或
は
罪
人
の
姿
を
以
て
、
儀
礼
の
中
心
　
　
形
式
に

於
て
は
、
先
頭
に
な
る
事
も
あ
る
　
　
と
す
る
様
に
な
つ
た
。
此
手
の
前
に
合
は
さ
つ
た
の
が
、
大
人
弥
五
郎

で
あ
る
。
後
手
に
廻
つ
た
方
の
人
形
の
形
は
、
此
が
だ
ん
〳
〵
説
話
化
さ
れ
て
、
稲
に
つ
く
螟
虫
の
蛹
の
あ
ま

の
し
や
ぐ
ま
・
お
き
く
虫
と
言
ふ
様
な
も
の
に
ま
で
、
附
会
せ
ら
れ
る
事
に
な
つ
た
。
だ
か
ら
、
大
人
弥
五
郎

に
於
て
も
、
神
の
束
縛
を
受
け
て
、
神
の
為
に
働
く
と
言
ふ
意
味
の
あ
る
事
は
、
忘
れ
る
事
が
出
来
な
い
様
で

あ
る
。

虫
送
り
の
人
形
が
、
お
迎
へ
人
形
に
対
し
て
、
送
り
人
形
で
あ
る
の
も
面
白
い
。
た
ゞ
、
こ
れ
が
送
ら
れ
る
人

形
か
、
送
る
人
形
か
、
或
は
、
時
と
し
て
は
、
神
か
精
霊
か
も
訣
ら
な
く
な
つ
て
さ
へ
居
る
。
友
人
早
川
孝
太

郎
さ
ん
と
見
た
、
三
河
田
峯
の
村
境
の
山
に
、
く
ゝ
り
つ
け
ら
れ
て
あ
つ
た
お
か
た
人
形
は
、
神
送
り
に
送
ら

れ
る
神
の
様
に
見
え
て
居
る
け
れ
ど
も
、
実
は
、
送
つ
て
出
た
精
霊
と
、
巫
女
と
を
兼
ね
た
も
の
、
と
も
見
え

る
。
そ
れ
で
、
主
婦
・
刀

自

を
意
味
す
る
「
お
方
」
を
以
て
呼
ん
で
ゐ
る
の
で
あ
ら
う
。
思
ふ
に
、
日
本
の
古

代
か
ら
の
信
仰
で
は
、
他
所
か
ら
来
る
者
は
大
き
な
神
で
あ
つ
て
、
精
霊
は
土
地
の
所
属
と
な
つ
て
ゐ
る
の
で

あ
る
か
ら
、
精
霊
を
他
所
に
送
り
出
す
と
言
ふ
こ
と
は
、
実
際
は
、
不
可
能
で
あ
つ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
、

す
べ
て
の
凶
害
は
、
他
所
か
ら
来
る
神
に
、
附
属
せ
し
め
て
考
へ
た
の
で
あ
ら
う
。

虫
送
り
の
人
形
は
、
凶
悪
な
精
霊
の
様
に
も
見
え
る
が
、
同
時
に
、
凶
悪
を
一
身
に
背
負
つ
て
、
遠
国
に
去
つ

て
く
れ
る
主
神
で
も
あ
つ
た
。
此
送
り
人
形
は
、
後
に
化
成
し
て
、
生
き
物
に
な
る
と
考
へ
ら
れ
て
居
た
様
だ
。

河
童
も
、
藁
人
形
の
変
化
で
あ
る
。
藁
人
形
が
稲
虫
に
な
る
、
と
信
ぜ
ら
れ
た
の
も
無
理
は
な
い
。
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七
　
草
人
形
の
信
仰

我
が
国
の
伝
説
で
は
、
稲
虫
の
発
生
に
於
て
は
、
尠
く
と
も
横
死
し
た
人
の
化
成
を
、
原
因
と
説
い
て
ゐ
る
様

で
あ
る
。
其
中
、
特
に
多
く
言
は
れ
て
居
る
の
は
、
斎
藤
実
盛
に
仮
托
し
て
説
か
れ
て
居
る
も
の
で
あ
る
が
、

こ
れ
の
大
き
な
原
因
と
考
へ
ら
れ
る
も
の
は
、
琵
琶
僧
が
、
凶
悪
除
け
に
語
つ
た
物
語
か
ら
、
出
て
居
る
の
で

あ
ら
う
と
言
ふ
事
だ
。
語
ら
れ
た
主
人
公
の
強
さ
に
な
ぞ
ら
へ
て
、
追
ひ
払
ふ
と
言
ふ
思
想
が
、
本
来
あ
つ
た

か
ら
だ
と
思
ふ
。
幸
若
で
、
戦
記
物
が
歓
ば
れ
た
の
な
ど
も
、
其
家
に
祟
る
怨
霊
を
退
散
せ
し
め
る
為
に
は
、

其
に
似
た
英
雄
の
物
語
を
す
る
事
は
、
怨
霊
が
其
英
雄
と
同
格
扱
ひ
に
さ
れ
た
、
と
思
う
て
退
散
す
る
、
と
言

ふ
風
な
考
へ
が
あ
つ
た
様
だ
。

其
外
に
は
、
さ
な
ぶ
り
の
時
に
作
る
田
の
精
霊
、
或
は
巫
女
を
形
ど
つ
た
　
　
苗
を
組
ん
で
作
る
　
　
さ
な
ぶ

り
人
形
の
形
式
が
、
虫
送
り
の
時
に
も
、
ま
な
ば
れ
た
為
だ
と
言
ふ
事
も
、
考
へ
て
見
る
必
要
が
あ
る
様
だ
。

田
の
神
と
し
て
、
祀
つ
て
置
く
の
だ
か
ら
、
虫
の
出
た
時
に
、
此
に
背
負
は
し
て
出
す
の
で
あ
る
。
併
し
此
考

へ
は
、
尠
く
と
も
送
り
人
形
の
正
統
で
は
な
く
、
寧
、
怨
念
を
懐
い
て
殺
さ
れ
た
者
が
、
稲
虫
に
な
る
と
言
ふ

考
へ
方
の
、
元
を
た
づ
ね
て
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
に
出
て
来
る
の
が
、
虫
送
り
の
草
人
形








で
あ
る
。

尠
く
と
も
、
日
本
の
国
の
信
仰
で
は
、
最
初
の
蒭

霊








を
す
さ
の
を
の
命
と
考
へ
て
居
る
。
高
天
原
を
追
は
れ

る
と
き
、
全
裸
に
せ
ら
れ
た
為
に
、
道
で
青
草
束
を
身
に
つ
け
た
事
に
な
つ
て
居
る
。
古
く
か
ら
、
こ
の
青
草
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は
、
身
体
と
つ
か
ず
離
れ
ず
の
関
係
に
あ
つ
て
、
そ
れ
が
蓑
の
形
に
も
な
つ
て
居
る
の
だ
。
だ
が
、
元
は
皮
膚

其
も
の
で
あ
る
。

更
に
言
へ
ば
、
み
の
と
言
ふ
言
葉
は
、
み
の
し
ろ
　
　
身
の
代
り
　
　
の
語
尾
脱
略
で
、
み
の
し
ろ
ご
ろ
も
と

言
う
た
は
、
後
の
事
で
あ
る
。
み
の
し
ろ
か
み
に
な
り
、
文
章
で
み
の
し
ろ
ご
ろ
も
と
言
ふ
様
に
な
つ
た
。

我
々
の
国
で
は
、
殆
最
初
の
伝
説
か
ら
、
藁
人
形
と
凶
悪
と
の
関
係
は
言
は
れ
て
居
る
。
藁
人
形
と
怨
霊
と
の

関
係
は
、
近
代
に
な
つ
て
、
突
如
と
し
て
考
へ
出
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。

近
世
の
例
で
言
ふ
と
、
宇
和
島
騒
動
の
や
ん
べ
清
兵
衛
は
、
田
植
ゑ
の
時
に
、
蚊
帳
の
中
で
殺
さ
れ
て
居
る
。

此
話
に
は
、
手
足
の
自
由
に
な
ら
な
い
事
が
、
印
象
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
又
佐
倉
宗
吾
郎
も
、
死
ん
で
稲
虫
に
な

つ
た
と
言
は
れ
て
ゐ
る
。
其
事
か
ら
出
発
し
て
、
宗
吾
の
霊
が
祀
ら
れ
る
に
至
る
、
史
実
ら
し
い
も
の
が
考
へ

出
さ
れ
も
し
て
ゐ
る
の
だ
。

更
に
不
思
議
な
事
は
、
壱
岐
の
島
に
於
て
は
、
熊
治
右
衛
門
以
下
三
人
の
兇
徒
が
、
刑
死
し
て
居
る
が
、
其
は

明
治
少
し
前
の
事
で
、
伝
説
で
も
何
で
も
な
い
、
明
ら
か
な
事
実
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
此
に
も
、
稲
虫
に
な

つ
た
話
が
つ
い
て
居
る
。

と
に
か
く
、
農
村
の
生
活
に
於
て
は
、
稲
虫
　
　
其
他
、
田
の
凶
害
　
　
と
怨
念
、
或
は
刑
罰
と
は
、
常
に
一

続
き
に
、
聯
想
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
其
で
、
佐
倉
宗
吾
郎
の
如
き
義
人
を
考
へ
る
と
同
時
に
、
熊
治
右
衛
門

の
如
き
悪
徒
す
ら
も
、
死
ん
で
稲
虫
に
な
る
事
が
出
来
た
。
此
か
ら
見
て
も
、
稲
虫
の
話
に
は
、
ど
う
し
て
も
、

送
り
人
形
の
草
人
形








の
信
仰
が
、
結
び
つ
い
て
居
る
も
の
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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八
　
雛
祭
り
と
淡
島
伝
説

黙
阿
弥
の
脚
本
「

松
竹
梅
湯
島
掛
額

















」
駒
込
吉
祥
寺
の
場
面
で
、
三
月
三
日
に
、
お
七
が
内
裏
雛







を
羨
ん
で
、

男
は
住
吉






様
、
女
は
淡
島






様
と
言
ふ
条



り
が
あ
る
。
ど
う
し
て
淡
島
様
が
、
雛
祭
り
に
結
び
つ
い
た
か
。
三
月

三
日
に
、
村
々
の
女
達
が
、
淡
島
堂
に
参
詣
す
る
風
習
が
、
所
に
よ
つ
て
は
、
極
最
近
ま
で
も
あ
つ
た
。
私
も
、

先
年
三
浦
半
島
を
旅
行
し
た
時
、
葉
山
か
ら
三
崎
の
方
へ
行
く
途
中
、
深
谷
と
言
ふ
所
に
淡
島
堂
が
あ
つ
て
、

村
の
女
達
の
、
大
勢
参
詣
す
る
の
を
見
た
事
が
あ
る
。
此
由
緒





に
つ
い
て
は
、
次
の
や
う
に
言
は
れ
て
居
る
。

昔
、
住
吉
明
神
の
后





に
あ
は
し
ま
と
言
ふ
方
が
あ
つ
た
。
其
方
が
、
白
血
・
長
血
の
病
気
に
お
な
り
に
な
つ
た

の
で
、
明
神
が
お
嫌
ひ
に
な
り
、
住
吉
の
門
の
片
扉
に
の
せ
て
、
海
に
流
さ
れ
た
。
其
板
船
が
、
紀
州
加

太

の

淡
島
に
漂
ひ
つ
い
た
。
其
を
、
里
人
の
祀
つ
た
の
が
、
加
太
の
淡
島
明
神
だ
と
言
ふ
の
で
あ
る
。
あ
は
し
ま
様

は
、
自
分
が
婦
人
病
の
為
に
、
不
為
合
せ
を
見
ら
れ
た
の
で
、
不
運
な
婦
人
達
の
為
に
、
悲
願
を
立
て
ら
れ
、

婦
人
の
病
気
治
癒
の
神
様
に
な
ら
れ
た
。
江
戸
時
代
に
は
、
淡
島
願

人







と
言
ふ
乞
食
房
主
が
廻
り
歩
い
て
、

此
信
仰
を
宣
伝
し
、
婦
人
達
か
ら
、
衣
類
を
奉
納
さ
せ
た
り
、
か
も
じ
其
他
の
穢

物







を
集
め
て
廻
つ
た
り
し

た
。
諸
方
に
あ
る
淡
島
堂
は
、
こ
の
乞
食
房
主
の
建
立
に
か
ゝ
る
も
の
が
尠
く
な
い
。

淡
島
様
で
有
名
な
の
は
、
加
太
の
外
に
、
伯
耆
の
粟
島
・
九
州
平
戸
の
粟
島
な
ど
が
あ
る
。
凡
そ
祭
神
は
、
す

く
な
ひ
こ
な
の
命
と
言
ふ
事
に
な
つ
て
ゐ
る
。
特
に
伯
耆
の
伝
説
で
は
、
此
神
が
粟
幹
に
弾
か
れ
て
常
世
国








か
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ら
渡
つ
て
来
ら
れ
た
事
に
な
つ
て
ゐ
る
。
国
学
者
の
中
に
も
、
粟
島
即
、
す
く
な
ひ
こ
な
説
を
離
さ
ぬ
人
が
あ

る
が
、
恐
ら
く
、
此
二
者
の
混
合
は
、
す
く
な
ひ
こ
な
が
医
薬
の
神
で
あ
り
、
又
、
粟
に
弾
か
れ
て
来
た
粟
と

言
ふ
関
聯
が
あ
る
為
で
あ
つ
た
ら
う
。
す
く
な
ひ
こ
な
の
外
に
、
淡
島
神
の
あ
る
こ
と
は
、
記
・
紀
を
覗
け
ば
、

容
易
に
訣
る
。
住
吉
明
神
の
后
同
様
、
や
は
り
海
に
な
が
さ
れ
て
ゐ
る
。

つ
ま
り
、
日
本
の
信
仰
に
は
、
流
さ
れ
る
神
が
幾
ら
も
あ
る
。
其
が
漂
著
し
て
、
祀
ら
れ
る
。
更
に
遠
い
処
か

ら
訪
れ
て
来
る
、
小
さ
な
神
が
あ
る
。
此
は
、
少
女
の
手
で
育
て
ら
れ
、
後
に
其
少
女
と
、
夫
婦
に
な
る
。
う

が
や
ふ
き
あ
へ
ず
の
命
が
、
御
姨
玉
依
比
売












に
育
て
ら
れ
て
、
後
夫
婦
に
な
ら
れ
た
の
も
、
其
一
例
で
あ
る
。

淡
島
伝
説
は
、
此
の
一
転
化
で
あ
る
。
此
に
は
、
上
巳
の
祓

除








の
遺
風
が
、
底
に
流
れ
て
居
る
、
と
見
ら
れ

さ
う
だ
。
上
巳
の
節
供





は
、
日
本
古
来
の
行
事
と
言
ふ
よ
り
も
、
寧
、
支
那
の
信
仰
上
で
意
味
の
あ
る
日
で
あ

つ
た
。
古
く
、
三
月
初
め
の
巳
の
日
に
、
水
辺
に
出
て
祓
除
を
な
し
、
宴
飲
を
し
た
。
其
が
形
式
化
し
て
、
曲



水


の
宴
と
も
な
つ
た
。
通
常
伝
へ
る
処
で
は
、
魏

の
後
、
上
巳
を
止
め
て
、
三
日
を
用
ゐ
る
様
に
な
つ
た
が
、

名
前
は
依
然
、
上
巳
で
通
つ
た
の
だ
と
言
ふ
。

同
じ
例
は
、
端
午
の
節
供
に
見
出
さ
れ
る
。
端
午
は
、
端



め
の
午
で
あ
る
。
此
儀
礼
が
、
古
く
支
那
の
帰
化
人

に
よ
つ
て
、
輸
入
せ
ら
れ
た
。
彼
等
の
帰
化
は
、
個
人
々
々
の
帰
化
で
な
く
、
一
村
全
部
と
言
ふ
風
の
、
団
体

帰
化
で
あ
つ
た
場
合
が
多
か
つ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
故
土
の
風
俗
・
習
慣
・
信
仰
を
、
憚
る
処
な
く
行
ひ

信
じ
た
と
思
は
れ
る
。
当
時
に
も
、
は
い
か
ら
嗜

き
の
民
衆
は
多
か
つ
た
。
此
を
ま
ね
な
い
筈
は
な
い
の
で
あ

る
。
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九
　
少
女
の
も
の
い
み

勿
論
日
本
に
も
、
三
月
三
日
に
、
女
が
家
を
離
れ
て
も
の
い
み
の
生
活
を
す
る
信
仰
が
、
古
く
か
ら
あ
つ
た
。

五
月
五
日
は
、
男
が
家
を
出
は
ら
つ
て
、
女
ば
か
り
が
家
に
居
た
。
名
古
屋
附
近
で
は
、
現
在
で
も
、
五
月
四

日
の
夜
か
ら
五
日
へ
か
け
て
を
、
女
天
下
と
言
ふ
。
近
松
の
「
女
殺
油
地
獄
」
中
巻
に
「
五
月
五
日
の
一
夜
さ

を
、
女
の
家
と
言
ふ
ぞ
か
し
」
と
あ
る
の
も
、
其
を
言
う
た
の
で
あ
る
。
と
に
か
く
、
三
月
三
日
は
女
が
野
山

に
籠
つ
て
、
女
ば
か
り
の
生
活
を
し
た
。
女
が
神
事
に
仕
へ
る
資
格
を
作
る
為
の
も
の
い
み
で
、
此
も
の
い
み

が
了
る
と
、
女
は
聖
な
る
資
格
を
得
て
、
戻
つ
て
来
る
。
此
資
格
は
、
祭
り
の
終
る
ま
で
続
く
。
即
、
村
共
有

の
巫
女
と
な
つ
て
、
宗
教
上
の
実
権
を
握
る
の
で
あ
る
。

女
の
も
の
い
み
は
、
此
外
に
も
幾
度
か
あ
る
。
長
期
の
も
の
い
み
は
、
さ
を
と
め
の
資
格
を
得
る
為
の
其
で
あ

る
。
其
外
に
は
、
卯
月
八
日
に
も
あ
る
。
七
夕
に
も
あ
つ
て
、
此
が
後
に
、
盂
蘭
盆
に
続
い
て
、
盆
が
ま
と
称

す
る
も
の
に
な
つ
た
。
少
女
達
が
、
弁
当
を
持
つ
て
集
る
遊
楽
に
ま
で
、
変
転
を
し
た
の
で
あ
る
が
、
其
で
も
、

此
が
別
屋
に
於
け
る
も
の
い
み
の
遺
風
で
あ
る
事
は
、
盆
が
ま
の
名
称
か
ら
も
、
容
易
に
想
像
出
来
る
。
次
は

八
月
の
一
日
で
、
江
戸
時
代
に
な
つ
て
も
、
吉
原
の
遊
女
は
、
八
朔






の
衣





が
へ
と
言
う
て
、
白
衣






を
着
た
。
古

い
も
の
い
み
生
活
の
遺
風
が
、
こ
ん
な
形
と
な
つ
て
残
つ
た
の
で
あ
る
。
此
外
に
は
、
九
月
九
日
も
さ
う
で
あ

つ
た
。
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要
す
る
に
、
此
等
の
も
の
い
み
は
、
何
れ
も
少
女
が
、
神
を
接
待
す
る
為
の
、
聖
な
る
資
格
を
得
る
為
で
、
三

月
の
雛
祭
り
は
、
此
接
待
す
る
神
の
形
代






を
姑
く
家
に
止
め
る
風
習
か
ら
出
た
、
と
見
る
の
が
一
等
近
い
様
だ
。

さ
う
し
て
、
其
前
提
と
し
て
の
野
山
に
籠



る
も
の
い
み
生
活
の
方
は
、
げ
ん
げ
・
よ
め
な
な
ど
を
摘
ん
で
遊
ぶ
、

野
遊
び
と
な
つ
た
の
で
あ
る
。

相
州
敦
木





　
　
今
の
厚
木
　
　
で
は
、
三
月
三
日
に
、
少
女
達
が
古
い
雛
を
河
原
に
持
ち
出
し
て
、
白
酒
で
離

杯
を
汲
み
か
は
し
、
別
れ
を
惜
し
み
、
泣
く
様
な
ぞ
を
し
て
、
二
体
づ
ゝ
さ
ん
だ
は
ら
に
の
せ
て
、
河
に
流
す

風
習
が
、
江
戸
時
代
ま
で
あ
つ
た
。
更
に
上
総
の
東
金






で
は
、
今
で
も
、
此
日
を
野
遊
び
の
日
と
言
う
て
、
少

女
達
は
岡
に
登
り
、
川
に
向
つ
て
「
来
年
も
ま
た
ご
ざ
ら
つ
し
や
れ
、
お
な
ご
り
惜
し
や
〳
〵
」
と
繰
り
返
す
。

蕪
村
の
句
に
「
箱
を
出
る
顔
わ
す
れ
め
や
雛
二
対
」
と
言
ふ
の
が
あ
る
。
雛
二
対
の
意
味
は
訣
り
か
ね
る
が
、

と
に
か
く
、
此
句
は
、
雛
が
半
永
久
的
の
も
の
に
な
つ
て
、
箱
を
出
る
顔
に
印
象
の
あ
る
こ
と
が
言
は
れ
て
ゐ

る
。
併
し
、
前
の
二
つ
の
例
を
見
て
も
訣
る
や
う
に
、
以
前
は
、
祭
り
が
す
む
と
、
此
を
水
に
流
し
た
。
更
に

古
い
処
で
は
、
た
ゞ
「
お
な
ご
り
惜
し
や
」
と
だ
け
を
言
う
た
。
も
の
い
み
を
し
て
、
聖
な
る
少
女
の
資
格
で

接
待
し
た
神
を
、
祭
り
の
後
に
送
る
の
で
あ
る
。
此
が
雛
の
節
供
の
古
い
形
で
あ
つ
た
様
だ
。

　
　
　
　
　
一
〇
　
神
送
り
と
祓
除
と
の
結
合

茲
で
、
一
体
ひ
な
と
は
何
か
を
考
へ
て
見
た
い
。
都





で
は
、
既
に
平
安
朝
の
中
期
に
此
が
人

形







に
な
つ
て
居
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た
文
献
が
あ
る
。
紫
式
部
日
記
・
枕
草
紙
な
ど
で
見
る
と
、
ひ
ゝ
な
は
お
館





を
作
つ
て
祭
つ
た
事
が
記
さ
れ
て

居
る
。
ひ
ゝ
な
の
や
か
た
と
言
う
た
の
は
後
で
、
以
前
は
ひ
ゝ
な
の
家
と
言
う
た
ら
し
い
。

ひ﹅
な﹅
の
意
で
、
一
家
・
主
人
の
生
活
の
ひ﹅
な﹅
型﹅
で
は
な
か
つ
た
ら
う
か
。

そ
し
て
此
を
河
に
流
し
た
の
は
、
上
巳
が
祓

除








の
日
で
あ
つ
た
事
に
結
び
つ
い
た
の
だ
と
思
ふ
。
即
、
一
家

の
ひ﹅
な﹅
型﹅
を
作
つ
て
、
其
に
穢
れ
を
背
負
は
し
て
流
す
、
と
考
へ
た
の
で
あ
る
。
尚
其
に
は
、
神
を
送
る
と
言

ふ
思
想
も
混
合
し
た
。
つ
ま
り
、
穢
れ
を
流
す
と
言
ふ
事
と
、
神
を
送
る
と
言
ふ
事
と
が
、
く
つ
ゝ
い
た
の
で

あ
る
。

従
来
の
学
者
の
説
明
で
は
、
此
穢
れ
を
移
し
て
、
水
に
流
す
は
ず
の
紙
人
形
が
流
さ
れ
な
い
で
、
子
供
・
女
の

玩


び

物
に
な
つ
た
の
が
雛
祭
り
の
雛
だ
、
と
言
ふ
こ
と
に
な
つ
て
居
る
。
穢
れ
を
移
す
人
形
と
は
、
撫

で
も
の

・
形
代






・
天
児






な
ど
の
名
に
よ
つ
て
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。
此
は
、
別
の
も
の
に
代
理
さ
せ
る
、
と
言
ふ
考

へ
か
ら
出
て
居
る
。
或
は
、
道
教
の
影
響
が
這
入
つ
て
居
る
と
も
思
は
れ
る
。

日
本
に
は
、
か
な
り
古
く
か
ら
、
天
児






・
お
伽
這
子







の
類
を
身
近
く
据
ゑ
て
、
穢
禍
を
吸
ひ
取
ら
せ
る
、
と
言

ふ
考
へ
は
あ
つ
た
様
だ
。
人
形
を
恐
れ
る
地
方
は
、
現
在
も
あ
る
。
畏
敬
と
触
穢
を
怖
れ
る
両
方
の
感
情
が
、

尚
残
つ
て
居
る
の
だ
と
思
ふ
。
だ
か
ら
此
が
、
玩
び
物
に
な
る
ま
で
に
は
、
相
当
の
年
代
を
経
た
事
も
考
へ
ら

れ
る
。
恐
ら
く
、
人
形
を
玩
ぶ
風
の
出
来
た
原
因
に
は
、
此
座
右
・
床
頭
の
偶
像
か
ら
、
糸
口
が
つ
い
た
と
だ

け
は
言
へ
さ
う
だ
。
が
、
此
が
人
形
の
起
原
で
あ
り
、
雛
祭
り
も
其
か
ら
起
つ
た
な
ど
ゝ
は
、
ま
だ
見
ら
れ
さ

う
に
な
い
。
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要
す
る
に
、
三
月
・
五
月
の
人
形
は
、
流
し
て
神
送
り
す
る
神
の
形
代
を
姑
く
祀
つ
た
の
が
、
人
形
の
考
へ
と

入
り
替
つ
て
来
た
、
と
見
る
の
が
よ
い
。
五
節
供
は
、
皆
季
節
の
替
り
目
に
乗
じ
て
人
を
犯
す
悪
気
の
あ
る
の

を
避
け
る
為
の
も
の
で
、
元
は
支
那
の
民
間
伝
承
で
あ
つ
た
と
共
に
、
同
じ
思
想
は
、
日
本
に
も
あ
つ
た
。
こ

の
季
節
に
、
少
女
が
神
を
迎
へ
る
資
格
を
得
る
為
の
も
の
い
み
生
活
を
す
る
風
習
の
あ
つ
た
事
は
前
に
述
べ
た

が
、
重
陽
を
後
の
雛
と
言
ひ
、
七
夕
に
も
、
此
を
祀
る
地
方
が
あ
る
事
、
又
、
今
も
北
九
州
に
行
は
れ
る
、
八

朔
の
姫
御
前







な
ど
か
ら
考
へ
れ
ば
、
此
季
節
に
、
や
は
り
神
を
迎
へ
、
神
送
り
を
し
た
風
習
の
あ
つ
た
事
は
、

い
よ
〳
〵
確
か
だ
と
言
へ
る
。

神
を
迎
へ
る
の
と
、
祓
除
を
す
る
の
と
は
、
形
は
違
ふ
け
れ
ど
も
、
悪
気
を
避
け
る
為
と
言
ふ
事
で
は
、
一
つ

で
あ
つ
た
。
つ
ま
り
、
迎
へ
た
神
を
送
る
為
の
、
神
の
形
代
流
し
と
、
祓
除
の
穢
禍
を
背
負
う
た
形
代
流
し
と

が
、
結
び
つ
い
て
出
来
た
の
が
、
雛
祭
り
で
あ
る
。
さ
う
し
て
、
一
家
の
模
型
を
意
味
し
た
ひ
ゝ
な
の
家
を
作

つ
て
、
そ
れ
に
穢
れ
を
移
し
て
流
し
た
の
が
、
古
い
形
で
あ
つ
た
の
だ
が
、
い
つ
か
こ
の
雛
に
、
金
を
か
け
る

様
に
な
つ
て
、
流
さ
ぬ
様
に
な
つ
た
の
だ
と
思
ふ
。
先
、
此
だ
け
の
順
序
を
考
へ
て
置
く
。

　
　
　
　
　
一
一
　
箱
の
中
の
人
形

雛
祭
り
に
関
聯
し
て
、
是
非
考
へ
て
置
き
た
い
も
の
は
、
ち
ぎ
び
つ
で
あ
る
。
今
で
も
雛
壇
に
は
、
此
が
持
ち

出
さ
れ
る
が
、
昔
は
、
此
に
雛
祭
り
の
調
理
を
詰
め
て
、
育
て
ゝ
く
れ
た
乳
母
な
ど
へ
、
く
ば
り
も
の
を
し
た
。
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何
故
此
が
、
雛
祭
り
に
持
ち
出
さ
れ
る
の
か
、
其
に
は
理
由
が
あ
る
と
思
ふ
。

一
つ
の
想
像
は
、
此
ち
ぎ
び
つ
と
、
雛
の
正
体
と
の
関
係
で
、
其
は
よ
ほ
ど
、
密
接
だ
つ
た
ら
う
と
言
ふ
事
で

あ
る
。
私
を
し
て
言
は
し
め
れ
ば
、
ひ
な
は
、
ち
ぎ
び
つ
か
ら
は
離
す
事
の
出
来
な
か
つ
た
も
の
で
あ
る
。
雛

祭
り
に
は
、
此
が
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
元
来
は
、
ち
ぎ
び
つ
の
中
に
ひ
な
が
入
れ
ら
れ
て

居
た
の
だ
、
と
考
へ
て
よ
い
。
其
に
は
、
段
々
証
拠
が
あ
る
。
譬
へ
ば
、
く
ゞ
つ
の
道
具
を
見
て
も
訣
る
。

或
器
物
の
中
に
、
神
霊
が
入
れ
ら
れ
て
あ
つ
て
、
呪
術
の
必
要
か
ら
、
其
が
と
り
出
さ
れ
る
。
か
う
言
ふ
事
は
、

何
事
に
も
類
例
は
あ
る
と
思
ふ
。
此
霊
物
は
、
出
さ
な
い
で
神
力
あ
る
も
の
と
、
取
り
出
し
て
、
神
秘
な
動
作

を
す
る
事
に
よ
つ
て
、
其
が
現
れ
る
も
の
と
、
二
様
に
見
ら
れ
る
訣
だ
が
、
或
旅
行
用
具
、
或
は
其
が
変
つ
て

来
た
神
聖
な
箱
の
中
に
、
神
霊
を
入
れ
た
例
は
、
幾
つ
か
あ
る
。
此
の
更
に
進
化
し
た
も
の
が
、
傀
儡
子
の
胸

に
か
け
た
箱
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
海
の
神
人
の
持
つ
た
く
ゞ
つ
・
山
の
神
人
の
持
つ
た
ほ
か
ゐ
な
ど
も
、
同

じ
性
質
の
も
の
と
見
ら
れ
る
。

沖
縄
本
島
首
里
の
石
嶺
に
、
行
者






村
と
言
ふ
部
落
が
あ
つ
て
、
其
所
に
念
仏
者







と
称
す
る
者
が
居
る
が
、
此
家

に
は
、
内
地
の
後
世
の
人
形
遣
ひ
・
傀
儡
子
の
歴
史
を
考
へ
る
上
に
、
非
常
に
暗
示
を
含
ん
だ
遺
物
を
存
し
て

居
る
。
大
正
十
年
に
、
私
が
此
村
を
訪
ね
た
翌
年
、
宮
良
当
壮
君
が
、
又
訪
ね
た
。
此
話
は
、
炉
辺
叢
書
に
譲

つ
て
い
ゝ
程
、
詳
し
い
記
録
を
と
つ
て
来
て
く
れ
た
。
た
ゞ
私
が
、
初
め
て
此
部
落
を
、
訪
れ
た
時
の
実
感
を

申
す
と
、
沖
縄
に
は
、
石
嶺
の
外
に
も
、
地
方
に
分
散
し
て
ゐ
る
念
仏
者
が
あ
つ
た
様
だ
が
、
此
村
の
念
仏
者

は
、
毎
年
春
に
な
る
と
、
沖
縄
中
を
廻
つ
た
も
の
ら
し
い
。
彼
等
は
、
前
面
の
開
い
た
箱
を
首
に
か
け
て
、
其
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中
で
、
小
さ
な
人
形
を
踊
ら
せ
る
。
注
意
す
べ
き
事
は
、
其
箱
を
ば
、
て
ら
と
言
う
て
ゐ
る
。
沖
縄
で
は
、
普

通
日
本
の
神
を
か
ん
げ
ん
と
し
て
祀
つ
た
社
の
外
は
、
ほ
こ
ら
・
祀
堂
に
通
じ
て
、
す
べ
て
、
て
ら
と
称
し
て

居
る
の
で
、
行
者
村
の
入
り
口
に
あ
る
阿
弥
陀
堂
を
、
や
は
り
て
ら
と
称
し
て
居
る
。
だ
か
ら
、
行
者
の
首
に

か
け
て
ゐ
る
箱
は
、
つ
ま
り
社
で
あ
り
、
堂
で
あ
る
訣
だ
。
其
中
で
、
人
形
を
踊
ら
せ
る
の
だ
か
ら
、
此
に
は

芸
能
以
上
の
意
味
を
以
つ
て
、
考
へ
ら
れ
た
も
の
が
あ
つ
た
、
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

併
し
、
我
々
に
訣
つ
て
ゐ
る
と
こ
ろ
で
は
、
彼
等
の
行
う
た
人
形
芝
居
は
、
宗
教
劇
に
は
関
係
が
な
い
様
で
あ

る
。
主
と
し
て
京
太
郎







と
言
ふ
日
本





の
若
衆
を
ば
、
主
人
公
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
沖
縄
で
は
、
此
京
太
郎
と

言
ふ
人
形
と
、
其
を
舞
は
す
人
と
を
一
つ
に
し
て
、
考
へ
て
ゐ
る
形
跡
が
、
明
ら
か
で
あ
る
。
京
太
郎
と
は
、

継
母
・
継
子
で
内
地
か
ら
流
れ
て
来
た
者
だ
、
と
言
う
て
居
る
が
、
其
に
は
、
一
種
の
政
治
上
の
目
的
を
持
つ

て
居
た
　
　
薩
摩
が
攻
め
て
来
る
前
に
、
沖
縄
の
土
地
へ
探
索
に
来
た
　
　
と
考
へ
て
居
る
。
行
者
村
を
、
特

殊
部
落
扱
ひ
に
し
て
居
る
の
は
、
此
国
を
売
つ
た
恨
み
・
憎
し
み
だ
と
し
て
ゐ
る
。

　
　
　
　
　
一
二
　
念
仏
聖
と
人
形
舞
は
し
と

京
太
郎







と
言
ふ
戯
曲
は
、
元
、
内
地
の
お
伽
仮
名
草
紙
に
あ
つ
た
も
の
に
相
違
な
い
。
し
ら
ゝ
・
お
ち
く
ぼ
・

京
太
郎
と
並
び
称
せ
ら
れ
て
居
た
位
だ
か
ら
、
い
づ
れ
、
継
母
・
継
子
の
話
だ
つ
た
の
だ
ら
う
。
継
母
・
継
子

の
話
は
、
平
安
朝
頃
か
ら
あ
る
が
、
男
の
子
を
苛
め
る
話
は
、
鎌
倉
時
代
か
ら
ゝ
し
い
。
此
話
を
、
か
な
り
早
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い
時
代
　
　
薩
摩
の
琉
球
攻
め
以
前
　
　
に
、
念
仏
聖









の
徒
が
、
人
形
を
舞
は
し
な
が
ら
、
持
つ
て
行
つ
た
。

そ
れ
が
人
気
を
集
め
た
の
で
、
後
々
ま
で
も
、
人
形
舞
は
し
の
事
を
京
太
郎
、
と
言
ふ
様
に
な
つ
た
の
で
あ
ら

う
。
彼
等
が
持
つ
て
居
る
歌
を
見
る
と
、
念
仏
系
統
の
歌
　
　
寧
、
口
説





風
の
歌
　
　
が
多
い
。
外
に
は
、
万

歳
の
様
な
こ
と
ほ
ぎ
の
歌
、
そ
れ
か
ら
、
万
歳
の
く
づ
れ
の
様
な
も
の
も
あ
る
。
ど
う
し
て
も
、
念
仏
聖
の
持

つ
て
行
つ
た
も
の
と
言
ふ
こ
と
が
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

念
仏
聖
の
事
は
言
ひ
尽
し
難
い
が
、
此
か
ら
喜
劇
的
の
も
の
が
生
れ
て
来
た
事
だ
け
は
考
へ
て
よ
い
。
壬
生
狂

言
の
如
き
黙
劇
も
、
此
か
ら
生
れ
て
居
る
。
又
、
親
友
さ
へ
も
認
め
て
く
れ
な
い
で
居
る
け
れ
ど
も
、
此
が
田

楽
に
融
合
し
て
居
る
の
は
事
実
が
証
明
し
て
居
る
。
そ
の
外
、
木
遣
り
・
伊
勢
音
頭
の
類
を
見
て
も
、
念
仏
の

影
響
し
て
ゐ
る
事
は
容
易
に
考
へ
ら
れ
る
。
又
、
万
作
踊
り
を
見
て
も
、
四
竹






踊
り
を
見
て
も
、
念
仏
の
末
流

と
言
ふ
事
を
考
へ
な
い
で
は
訣
ら
な
い
と
思
ふ
。
と
に
か
く
、
近
世
の
芸
能
の
上
に
、
ど
の
位
念
仏
が
影
響
し

て
居
る
か
は
、
想
像
に
能
は
な
い
位
で
あ
る
。
沖
縄
の
念
仏
者
は
た
ゞ
人
形
芝
居
を
持
つ
て
居
る
だ
け
だ
か
ら
、

此
二
つ
に
は
関
係
が
な
い
と
は
言
へ
ま
い
と
思
ふ
。
此
念
仏
者
の
歌
を
見
る
と
、
京
太
郎
の
外
に
も
尚
継
母






系

統
の
も
の
が
若
干
あ
る
。
継
母
に
苦
し
め
ら
れ
た
、
苦
し
い
悲
惨
な
子
供
の
事
を
説
い
て
、
仏
道
に
帰
依
さ
せ

よ
う
と
し
た
形
跡
が
十
分
考
へ
ら
れ
る
。
さ
う
し
た
人
形
の
遣
は
れ
る
箱
が
堂
で
あ
り
、
宮
で
あ
る
意
味
の
て

ら
で
あ
る
。

私
は
、
此
事
実
か
ら
、
我
国
に
於
て
も
、
宮
・
寺
の
奴
隷
な
ど
、
各
種
の
宗
教
家
が
、
各
地
に
自
分
々
々
の
宗

教
を
宣
伝
し
て
歩
い
た
と
同
時
に
、
小
さ
な
人
形
を
箱
の
中
に
入
れ
て
踊
ら
し
た
と
言
ふ
事
を
考
へ
て
見
る
。

24偶人信仰の民俗化並びに伝説化せる道



問
題
は
、
箱
の
中
か
ら
手
を
出
し
た
か
、
箱
の
中
で
踊
ら
し
た
か
で
あ
る
。
書
物
の
上
で
は
、
箱
の
中
か
ら
手

を
出
し
て
、
其
が
発
達
し
た
様
に
見
え
て
居
る
け
れ
ど
も
、
此
行
者






の
持
つ
て
居
る
も
の
を
見
て
も
想
像
出
来

る
様
に
、
箱
の
中
が
、
即
宗
教
の
世
界
で
あ
つ
た
の
だ
か
ら
、
其
中
で
踊
ら
し
た
、
と
言
ふ
事
だ
つ
て
な
か
つ

た
、
と
は
言
は
れ
ま
い
と
思
ふ
。
昔
の
浄
瑠
璃
説
教
の
人
形
芝
居
で
も
、
手
摺





を
主
と
し
て
居
る
ば
か
り
で
は

な
い
。
水
ひ
き
幕
が
其
上
に
あ
る
。
こ
の
水
ひ
き
幕
と
手
摺





と
の
空
間
が
、
人
形
の
世
界
で
、
即
、
箱
の
面
影

を
止
め
た
も
の
な
の
で
あ
ら
う
。
水
ひ
き
幕
の
書
い
て
な
い
も
の
も
あ
る
が
、
其
は
、
本
式
で
は
な
い
様
で
あ

る
。

か
う
し
た
人
形
遣
ひ
が
、
国
中
を
廻
つ
て
、
宗
教
味
の
浅
い
、
教
訓
味
を
持
つ
た
歌
を
歌
ひ
な
が
ら
、
人
形
を

舞
は
し
た
も
の
ら
し
い
。
何
と
言
つ
て
も
、
文
献
だ
け
で
は
、
頼
み
に
な
ら
な
い
。
我
々
が
、
民
間
伝
承
の
採

訪
に
努
力
す
る
所
以
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
一
三
　
お
ひ
ら
様
と
熊
野
神
明
の
巫
女

人
形
を
神
霊
と
し
て
運
ぶ
箱
の
話
で
は
、
更
に
も
う
一
つ
の
も
の
に
就
い
て
、
述
べ
て
置
き
た
い
。
恐
ら
く
本

論
文
集
で
は
、
皆
さ
ん
の
興
味
の
中
心
に
な
つ
て
居
る
と
思
ふ
が
、
そ
れ
は
奥
州
の
お
し
ら
神
で
あ
る
。
金
田

一
京
助
先
生
の
論
文
で
拝
見
す
る
と
、
お
し
ら
は
お
ひ
ら
と
言
ふ
の
が
正
し
い
。
お
し
ら
と
言
ふ
の
は
、
方
言

を
其
ま
ゝ
写
し
た
の
だ
、
と
説
か
れ
て
ゐ
る
。
こ
の
所
謂
お
ひ
ら
様
は
、
い
つ
奥
州
へ
行
つ
た
も
の
か
、
此
は
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恐
ら
く
、
誰
れ
に
も
断
言
の
出
来
る
事
で
は
な
い
と
思
ふ
が
、
少
く
と
も
、
此
だ
け
の
事
は
言
へ
さ
う
だ
。
元

来
、
東
国
に
か
う
言
ふ
形
式
の
も
の
が
あ
つ
た
か
、
其
と
も
古
い
時
代
に
、
上
方
地
方
か
ら
行
つ
た
旧
信
仰
が

止
ま
つ
た
か
、
或
は
其
二
つ
の
融
合
し
た
も
の
か
、
結
局
此
だ
け
に
落
ち
つ
く
様
で
あ
る
。

私
は
、
其
考
へ
の
ど
れ
に
で
も
、
多
少
の
返
答
を
持
つ
て
ゐ
る
。
先
、
誰
に
で
も
這
入
り
易
い
と
思
ふ
事
か
ら

言
う
て
見
る
と
、
お
ひ
ら
様
と
言
ふ
物
は
、
熊
野
神
明
の
巫

女

が
持
つ
て
歩
い
た
一
種
の
、
神
体
で
あ
つ
た
ら

う
と
思
ふ
。
熊
野
神
明
と
言
ふ
の
は
、
伊
勢
皇
大
神
宮
で
な
い
、
紀
州
に
於
け
る
一
種
の
日
の
神
で
あ
る
。
即
、

宣
伝
者
が
、
神
明
以
外
に
、
他
の
眷
属
を
持
つ
て
歩
い
た
。

的
確
な
例
は
、
浅
草
の
三
社
権
現
で
あ
る
。
三
社
と
は
、
浅
草
観
音
の
本
地
た
る
熊
野
神
明
に
、
其
眷
属
と
も

言
ふ
べ
き
三
つ
の
神
が
附
属
し
た
事
で
、
日
前






神
宮
と
関
係
の
あ
る
、
三
体
の
神
だ
つ
た
の
で
あ
る
。
其
が
後

に
は
、
浅
草
観
音
を
探
り
出
し
た
三
人
の
兄
弟
と
言
ふ
風
に
、
説
話
化
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

お
ひ
ら
様
な
る
も
の
も
、
熊
野
神
明
其
も
の
で
は
な
く
、
神
明
の
一
つ
の
眷
属
で
、
神
明
信
仰
を
宣
伝
し
て
歩

く
巫
女
に
、
直
接
関
係
を
持
つ
た
精
霊
　
　
神
明
側
か
ら
言
う
て
　
　
で
あ
つ
た
と
思
は
れ
る
。
神
明
の
外
に
、

神
明
の
つ
か
は
し
め
と
も
言
ふ
べ
き
も
の
が
あ
つ
た
。
そ
れ
が
お
ひ
ら
神
で
あ
つ
た
の
だ
。

お
ひ
ら
様
と
言
ふ
言
葉
に
つ
い
て
は
、
古
く
か
ら
、
私
は
ひ
な
の
音
韻
変
化
だ
と
考
へ
て
居
た
。
た
ゞ
、
何
故

か
う
し
た
桑
の
木
で
こ
し
ら
へ
た
人
形
に
ま
で
、
ひ
な
と
言
ふ
名
を
負
は
せ
た
か
。
そ
の
点
に
な
る
と
、
ひ
な

の
語
原
に
つ
い
て
、
訣
つ
て
居
な
い
我
々
に
は
、
説
明
の
し
よ
う
が
な
い
。
併
し
、
尠
く
と
も
、
こ
の
人
形
に

は
、
足
は
勿
論
手
も
な
い
が
、
其
を
巫
女
が
遊
ば
せ
る
　
　
舞
は
せ
る
　
　
こ
と
が
、
一
つ
の
条
件
で
あ
つ
た
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と
だ
け
は
、
考
へ
る
事
が
出
来
る
。
こ
の
点
か
ら
な
ら
ば
、
尠
く
も
、
一
つ
の
論
が
、
進
め
ら
れ
な
い
事
も
な

い
。
に
こ
ら
い
・
ね
ふ
す
き
い
氏
が
、
磐
城
平
で
採
集
し
て
来
ら
れ
た
お
ひ
ら
様
の
祭
文
と
称
す
る
も
の
を
見

る
と
、
此
は
或
時
代
に
、
上
方
地
方
で
、
や
ゝ
完
全
な
形
に
成
立
し
た
、
簡
単
な
戯
曲
が
、
人
形
の
遊
び
の
条

件
と
し
て
行
は
れ
て
居
た
事
が
察
せ
ら
れ
る
。
即
、
こ
れ
は
お
ひ
ら
様
の
前
世
の
物
語
で
、
本
地
物
語
と
も
言

ふ
べ
き
も
の
が
、
随
伴
し
て
居
つ
た
訣
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
一
四
　
お
ひ
ら
様
と
大
宮
の
咩
祭
り
と

今
日
、
お
ひ
ら
様
の
分
布
は
、
必
し
も
東
北
ば
か
り
で
な
い
。
十
数
年
以
来
採
訪
せ
ら
れ
た
材
料
か
ら
見
る
と
、

曾
て
は
都
方
か
ら
東
へ
向
け
て
、
神
明
信
仰
に
附
随
し
た
伴
神
の
信
仰
の
、
宣
伝
せ
ら
れ
た
跡
が
窺
は
れ
る
。

だ
が
、
お
ひ
ら
様
が
注
意
に
上
つ
た
時
代
に
於
い
て
は
、
既
に
巫
女
が
箱
に
入
れ
て
歩
く
風
習
を
失
う
て
了
う

て
居
た
。
だ
か
ら
此
を
、
人
形
芝
居
の
旅
興
行
の
形
に
関
聯
し
て
考
へ
る
事
は
、
困
難
な
事
の
様
に
見
え
る
が
、

後
世
の
様
に
、
蚕
の
守
り
神
と
言
ふ
風
に
固
定
し
な
い
以
前
に
は
、
確
か
に
さ
う
し
た
時
期
が
あ
つ
た
の
で
あ

ら
う
と
思
ふ
。

併
し
此
は
、
又
、
逆
に
考
へ
て
見
る
事
も
出
来
な
く
は
な
い
。
お
ひ
ら
様
は
、
東
国
に
根

生

え
の
種
を
持
つ
て

居
た
の
で
は
な
い
か
と
言
ふ
事
で
あ
る
。
其
に
は
、
宮
廷
の
「
大
宮






の
※
祭





り
」
が
想
像
に
上
る
。
此
は
疑
ひ

も
な
く
、
東
国
風
を
う
つ
し
た
も
の
で
、
思
ふ
に
常
陸
の
笠
間
の
社
と
関
係
が
深
い
も
の
ら
し
い
。
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此
祭
り
の
中
心
に
な
る
の
は
、
一
つ
の
華
蓋






で
あ
る
。
此
に
様
々
な
物
を
下
げ
る
が
、
其
中
心
に
な
る
も
の
は
、

男
女
の
姿
を
し
た
人
形






で
あ
つ
た
。
華
蓋






は
、
祭
り
の
す
ん
だ
後
に
は
、
水
に
流
さ
れ
る
も
の
と
思
は
れ
る
が
、

此
人
形






と
お
ひ
ら
様
、
延
い
て
は
ひ
な
と
の
間
に
、
或
関
係
が
な
い
で
あ
ら
う
か
。
併
し
此
と
て
も
、
単
に
東

国
風
と
は
限
ら
ず
、
ど
こ
で
も
、
男
女
二
体
の
人
形






を
作
る
習
慣
が
あ
つ
た
の
で
、
只
僅
か
に
、
大
宮
の
咩
祭

り
に
著
し
く
印
象
が
残
つ
て
居
た
、
と
言
ふ
に
止
ま
る
の
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
ひ
な
の
研
究
に
は
、
此
材

料
の
解
剖
が
、
大
事
だ
と
思
ふ
。
或
は
、
か
う
し
た
風
が
東
国
に
あ
つ
て
、
後
に
西
か
ら
上
つ
て
来
た
神
明
の

人
形
舞
は
し
と
結
び
つ
い
た
、
と
言
ふ
風
な
事
も
考
へ
ら
れ
ぬ
で
は
な
い
。

更
に
、
お
ひ
ら
様
に
つ
い
て
考
へ
て
見
た
い
事
は
、
此
は
男
女
一
対
を
、
本
体
と
見
る
べ
き
か
否
か
で
あ
る
。

私
の
考
へ
る
と
こ
ろ
で
は
、
女
並
び
に
馬
の
形
を
し
た
男
性
の
人
形
、
此
二
つ
が
揃
う
て
、
初
め
て
完
全
た
お

ひ
ら
様
に
な
る
の
で
、
其
が
偶
、
一
つ
だ
け
用
ゐ
ら
れ
る
と
言
ふ
や
う
な
形
も
、
出
来
た
の
だ
と
思
は
れ
る
。

　
　
　
　
　
十
五
　
お
ひ
ら
様
の
正
体

今
日
、
東
北
に
残
つ
て
居
る
お
ひ
ら
様
だ
け
で
見
る
と
、
必
し
も
、
夫
婦
で
あ
る
事
を
本
体
と
し
て
居
る
、
と

は
断
言
出
来
な
い
。
け
れ
ど
も
時
に
は
、
男
を
、
馬
頭
を
戴
い
た
も
の
、
或
は
全
体
馬
と
し
た
も
の
に
配
す
る

に
、
女
体
の
も
の
を
以
て
し
て
居
る
。
そ
し
て
此
を
お
ひ
ら
様
の
普
通
の
形
だ
、
と
見
て
居
る
処
も
あ
る
。
お

ひ
ら
様
に
関
し
た
由
来
を
、
其
祭
文
に
よ
つ
て
見
る
と
、
疑
ひ
も
な
く
、
か
う
し
た
一
対
の
も
の
を
原
則
と
し
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た
と
見
て
よ
い
。
其
二
つ
を
、
祭
文
を
語
り
乍
ら
遊
ば
せ
た
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
時
と
し
て
は
、
馬
頭
だ
け
を

離
し
て
も
、
又
女
体
の
方
だ
け
を
離
し
て
も
、
お
ひ
ら
様
と
考
へ
る
事
が
出
来
た
の
で
あ
る
。
図
　
　
博
物
館

所
蔵
の
も
の
　
　
の
お
ひ
ら
様
の
如
き
は
、
蚕
神
で
あ
る
馬
頭
が
な
く
な
つ
て
、
殆
普
通
の
立
ち
び
な
の
形
に

近
づ
い
て
居
る
。
こ
れ
と
、
図
の
三
河
び
な
・
薩
摩
び
な
を
く
ら
べ
て
見
る
と
、
形
に
於
て
は
、
非
常
に
変
化

が
あ
る
様
だ
が
、
後
者
は
、
け
づ
り
か
け
に
紙
或
は
き
れ
を
以
て
掩
う
た
も
の
で
あ
る
事
が
、
明
ら
か
で
あ
る

と
同
時
に
、
前
者
と
の
間
に
も
、
形
式
上
通
じ
た
所
の
あ
る
の
が
見
え
る
。
此
か
ら
考
へ
る
と
、
此
等
の
も
の

は
毎
年
、
年
中
行
事
と
し
て
、
一
度
棄
て
た
も
の
に
相
違
な
い
。
さ
う
し
て
其
が
、
毎
年
捨
て
ら
れ
る
代
り
に
、

新
ら
し
い
布
帛
を
掩
ふ
事
に
よ
つ
て
、
元
に
戻
つ
た
事
を
示
す
形
の
お
ひ
ら
様
が
、
出
来
た
の
で
は
あ
る
ま
い

か
。
か
う
し
て
、
棄
て
ら
れ
る
お
ひ
ら
様
以
外
に
、
神
明
巫
女
の
手
に
よ
つ
て
、
常
に
保
存
せ
ら
れ
る
強
力
な

お
ひ
ら
様
が
、
専
ら
お
ひ
ら
様
と
し
て
信
ぜ
ら
れ
る
様
に
な
つ
た
と
考
へ
て
見
る
事
が
出
来
る
。
こ
の
お
ひ
ら

様
は
、
其
巫
女
の
信
仰
形
式
の
変
る
に
従
つ
て
、
姿
を
あ
ら
た
め
て
く
る
事
も
あ
つ
た
に
相
違
な
い
。
譬
へ
ば
、

熊
野
の
巫
女
が
、
仏
教
式
に
傾
い
た
場
合
に
は
、
遊
ば
す
べ
き
人
形






の
代
り
に
、
仏
像
を
以
て
す
る
様
に
な
つ

た
事
も
あ
つ
た
、
と
考
へ
て
よ
さ
ゝ
う
だ
。
図
　
　
武
蔵
国
西
多
摩
郡
霞
村
字
今
井
吉
田
兼
吉
氏
所
蔵
の
も
の

　
　
に
見
え
て
ゐ
る
お
し
ら
様
の
如
き
は
、
馬
と
女
体
と
を
備
へ
た
仏
像
で
あ
る
が
故
に
、
お
ひ
ら
様
の
要
素

を
備
へ
た
も
の
と
見
て
、
或
部
分
の
巫
女
の
間
に
、
信
仰
の
行
は
れ
た
事
が
あ
つ
た
の
で
あ
ら
う
。

武
蔵
西
多
摩
の
お
ひ
ら
様

撮
影
・
村
上
静
文
氏
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私
は
、
ひ
ゝ
な
の
家
と
称
す
る
も
の
は
、
或
家
の
ひ
な
型
で
あ
る
と
前
に
言
う
た
が
、
茲
に
於
て
も
、
其
を
も

う
一
度
言
ひ
た
い
。
ひ
ゝ
な
の
家
は
、
ひ
ゝ
な
の
宮
・
寺
で
あ
る
と
共
に
、
ひ
ゝ
な
に
よ
つ
て
祝
福
せ
ら
れ
、

或
は
代
表
せ
ら
る
べ
き
人
の
家
の
ひ
な
型
で
あ
る
。
溯
つ
て
考
へ
れ
ば
、
ひ
ゝ
な
の
一
つ
の
容

れ
物



で
あ
つ
た
。

謂
は
ゞ
ほ
か
ゐ
の
様
な
も
の
か
ら
次
第
に
発
達
し
て
、
遂
に
内
裏





の
様
な
形
に
ま
で
、
変
つ
て
来
た
の
だ
と
思

ふ
。

此
お
ひ
ら
様
の
片
一
方
だ
け
に
つ
い
て
の
記
録
が
、
更
級
日
記
の
初
め
に
見
え
て
居
る
を
み
な
神
で
あ
る
。
名

前
か
ら
見
て
も
、
男
神
に
対
し
て
居
る
人
形
で
あ
る
事
が
、
想
像
出
来
る
。
此
人
形
が
、
時
と
し
て
は
一
対
に

な
り
、
時
と
し
て
は
単
独
で
、
家
庭
に
祀
ら
れ
て
、
或
は
恐
れ
ら
れ
、
或
は
馴
じ
ま
れ
て
居
つ
た
。
さ
う
し
て
、

追
ひ
〳
〵
に
此
か
ら
、
玩
び
の
人
形
と
言
ふ
意
味
を
も
、
分
化
し
て
来
た
の
で
あ
る
。

単
に
人
形
の
歴
史
だ
け
に
つ
い
て
言
ふ
も
、
従
来
考
へ
て
居
つ
た
様
に
、
単
純
に
は
解
決
の
出
来
な
い
、
幾
つ

も
の
要
素
が
あ
る
。
私
の
只
今
の
考
へ
に
、
最
近
い
説
を
仮
り
に
言
ふ
と
し
た
ら
、
ひ
な
は
ひ
な
型
の
ひ
な
で
、

ひ
な
型
と
称
す
る
言
葉
は
、
現
行
の
も
の
以
前
に
、
も
つ
と
適
切
な
用
語
例
を
、
持
つ
て
居
た
の
で
は
な
い
だ

ら
う
か
。
さ
う
考
へ
て
見
る
と
、
人
形






と
言
ふ
言
葉
と
内
容
と
が
、
全
く
同
じ
事
に
な
る
の
で
あ
る
。
此
人
形

が
、
お
迎
へ
人
形
と
な
り
、
其
が
主
神
に
合
体
し
て
、
神
の
形
代






と
も
考
へ
ら
れ
る
様
に
な
り
、
更
に
下
つ
て

は
、
後
の
人
形
芝
居
を
生
む
事
に
も
な
つ
た
の
で
あ
る
。
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